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“総合計画” 

ゆめかける 

特集 

甲西地区釜無川河川敷で行われた甲州凧上げまつり

南アルプス国立公園指定
0周 記念事業



南
ア
ル
プ
ス
市
の
将
来
の
目
標
を
設
定
し
、具
体
化

し
て
い
く
基
本
に
な
る
総
合
計
画
。

こ
の
計
画
が
昨
年
か
ら
２
ヵ
年
か
け
て
策
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
は
こ
の
総
合
計
画
に
つ
い
て
お
し
ら
せ
し
ま
す
。 樫村百葉さん（小笠原小）が描いた未来の南アルプス市はこんなまち【未来の南アルプス市コンテスト最優秀賞】 

総
合
計
画
策
定
中
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総
合
計
画
の
基
本
構
想
は
議
会

の
議
決
を
必
要
と
し
、市
が
つ
く
る

計
画
の
中
で
最
上
位
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
計
画
で
す
。南
ア
ル
プ

ス
市
合
併
に
際
し
新
市
将
来
構
想

を
策
定
し
、市
の
将
来
像
に
つ
い
て

説
明
会
を
開
き
皆
さ
ん
に
説
明
し

て
き
ま
し
た
。

総
合
計
画
は
、そ
の
際
に
示
し
た

将
来
構
想
や
建
設
計
画
を
調
べ
、ま

ち
づ
く
り
を
計
画
的
か
つ
具
体
的

に
行
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
、市
民
や
企
業
と
と
も

に
こ
の
計
画
に
沿
っ
て
実
践
し
て

い
く
と
い
う
役
割
が
あ
り
ま
す
。

基
本
構
想

総
合
計
画
は
、基
本
構
想
、基
本

計
画
、実
施
計
画
の
三
つ
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

10
年
後
の
南
ア
ル
プ
ス
市
の
都

市
像
を
描
く
も
の
で
す
。

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
定
め

る
も
の
で
す
。

基
本
計
画

基
本
構
想
で
示
さ
れ
た
都
市
像

実
施
計
画

基
本
計
画
で
示
さ
れ
た
施
策
の

具
体
的
な
事
業
量
、実
施
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で

す
。計
画
期
間
を
３
年
間
と
し
て
、

毎
年
見
直
さ
れ
ま
す
。

基本構想

基本計画

実施計画

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26年 度

自
治
体
の
す
べ
て
の
計
画
の
基

本
と
な
る
計
画
の
こ
と
で
、言
い

換
え
れ
ば
南
ア
ル
プ
ス
市
の
す
べ

て
の
事
務
事
業
は
こ
の
総
合
計
画

に
基
づ
い
て
毎
年
の
事
業
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

総
合
計
画
に
沿
う
こ
と
で
市
全

体
と
し
て
、福
祉
・
環
境
保
全
・
都

市
基
盤
整
備
・
産
業
振
興
・
教
育
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
る
仕

事
を
、計
画
的
、効
率
的
に
実
施
し

て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

1

前期基本計画 後期基本計画 

総
合
計
画
は
大
切
な
計
画

総
合
計
画
は
三
本
立
て

総
合
計
画
の
目
的
と
役
割
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総
合
計
画
は
、平
成
15
・
16
年
度

に
お
い
て
策
定
し
、平
成
17
年
４
月

ス
タ
ー
ト
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
な
ど
取
り

入
れ
た
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、住

民
意
識
調
査
や
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
を
は
じ
め
、公
的
団
体
・
主
要
企

業
等
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
行
い
、

出
さ
れ
た
意
見
も
取
り
入
れ
、市
民

代
表
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
と
職

員
代
表
の
研
究
会
と
が
協
働
し
て

計
画
案
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

住
民
意
識
調
査
実
施

昨
年
10
月
、住
民
の
意
向
調
査
と

し
て
旧
６
町
村
ご
と
の
各
地
区
の

人
口
規
模
に
応
じ
、調
査
対
象
者
を

無
作
為
で
選
び
、郵
送
に
よ
る
配
布
・

回
収
で
意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
の
内
容
は
、南
ア
ル
プ
ス
市

の
魅
力
、市
政
に
関
す
る
こ
と
、こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
、市
民
の
満

足
度
な
ど
73
項
目
に
及
び
ま
し
た
。

全
人
口

７
１
６
５
８
人（
昨
年
９
月
１
日
）

該
当
人
口

５
７
３
１
０
人（
18
歳
以
上
）

抽

出
２
０
０
０
人（
３･

５
％
）

回
収
結
果

８
５
９
件

回
収
率

43･

０
％

質
問
の
中
か
ら
、市
の
魅
力
と
将

来
像
、市
政
に
関
す
る
調
査
結
果
は

表
の
と
お
り
で
す
。

2
南アルプス市が誇れる魅力 

0 10 20 30 40 50 60 70 80%

地域の人々の 
人間関係が良好 

活気がある 

のんびりした生活を 
送ることができる 

勤務地が近い 

公園や美術館などが 
充実している 

豊かな自然や美しい景観 

スポーツ・レクリェーション 
活動が身近でできる 

広い住宅や庭が持てる 

日常の買い物などが便利 

公害が少ない 

バスの利用が便利 

果実等の農作物が豊富 

地場産業が息づいている 

伝統芸能や祭事が残る 

名所旧跡や 
観光スポットが多い 

学校教育や生涯学習など 
教育環境が整っている 

その他 

無回答・不明 

22.5

31.0

20.3

61.0

11.9

20.0

17.5

31.3

2.2

67.3

0.9

7.3

3.1

14.4

1.5

1.0

8.7

2.6

策
定
に
あ
た
り

質問に対し、複数回答で尋ねたところ、全体で「果実等の農作物が豊富」
が最も多く、次いで「豊かな自然や美しい景観」の順となっている
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3
南アルプス市の将来像 

自然 

開発 

伝統 

先進 

調和 

環境 

やすらぎ 

にぎやか 

躍動 

洗練 

快適 

健康 

安全・安心 

交流 

文化 

果樹園・田園 

協働 

国際 

その他 

無回答・不明 

市政に対して特に力を入れるべきだと思う施策 

地域活動などの支援に関すること 

市庁舎や消防署など公共施設の整備に関すること 

地震や火災などの防災対策に関すること 

安全対策に関すること 

農業の振興に関すること 

商工業の振興に関すること 

果実や山岳などを活用した観光振興に関すること 

公害対策、環境保全（ごみや資源回収等）、 
自然保護に関すること 

健康づくり、医療、衛生に関すること 

母子・児童・高齢者・障害者の 
福祉政策に関すること 

土地利用に関すること 

道水路や河川等の整備に関すること 

上・下水道の整備に関すること 

公共交通機関の整備に関すること 

公営住宅などの整備に関すること 

公園や緑地などの景観整備に関すること 

学校教育施設の整備に関すること 

生涯学習や生涯スポーツの推進に関すること 

芸術・文化の振興に関すること 

働く場所などの雇用対策に関すること 

南アルプス市で行うイベントに関すること 

国際交流や国内交流事業に関すること 

男女共同参画社会の推進に関すること 

青少年の健全育成に関すること 

行政改革に関すること 

ITの推進などの情報化に関すること 

その他 

無回答・不明 

0 10 20 30 40 50 60%0 10 20 30 40 50%

57.720.5

6.1

42.5

17.2

18.4

14.2

22.9

38.0

28.1

40.7

7.6

13.5

20.1

14.6

6.6

19.6

12.9

12.1

5.2

33.4

11.2

3.5

3.5

23.1

13.9

5.7

1.0

0.7

10.1

5.4

4.1

12.1

29.8

25.7

3.1

5.4

1.4

18.6

21.7

28.5

8.4

10.7

26.0

0.9

3.0

0.6

0.6

市の将来像として望むものを複数回答で尋ねたところ、「自然」が
最も多く、次いで「環境」「安全・安心」、「果樹園・田園」となっている

質問に対し、複数回答で尋ねたところ、「地震や火災などの防災対策に関すること」
が最も多く、次いで「母子・児童・高齢者・障害者への福祉政策」となっている
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昨
年
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
、市

内
19
ヵ
所
で
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

（
市
長
と
語
る
会
）を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
１
６
７
６
人
、要
望
や

意
見
は
２
４
４
件
出
さ
れ
、そ
の
主

な
も
の
は

○
道
路
等
の
充
実
・
整
備

○
排
水
路
や
河
川
の
充
実
・
整
備

○
行
政
改
革
の
推
進
、行
政
サ
ー
ビ

ス
の
充
実

○
防
犯
灯
、信
号
機
等
の
安
全
対
策

○
環
境
保
全
や
景
観
整
備
の
推
進

な
ど
１
１
４
件
で
、全
体
の
47
％

を
占
め
ま
し
た
。

（
ま
ち
づ
く
り
市
民
研
究
会
）

い
ろ
い
ろ
な
価
値
観
を
持
つ
市

民
が
協
働
し
て
、ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、ま

ち
づ
く
り
へ
の
解
決
策
を
検
討
す

る
た
め
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

10
名
ず
つ
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、そ
れ
ぞ
れ
班
ご
と
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
検
討
を
か
さ
ね
て
き
ま
し
た
。

１
班
は
防
災
対
策
に
つ
い
て
検

討
し
、「
市
民（
み
ん
な
）で
つ
く
る
、

災
害
に
強
い
南
ア
ル
プ
ス
市
」、２

班
は
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
つ
い
て

検
討
し
、「
山
と
桃
源
郷
の
う
つ
く

し
い
ま
ち

南
ア
ル
プ
ス
市
を
ブ

ラ
ン
ド
に
！
」、３
班
は
公
共
交
通

対
策
に
つ
い
て
検
討
し
、「
ゆ
っ
た

り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
、〜
快
適
生
活
が

過
ご
せ
る
ま
ち
、南
ア
ル
プ
ス
市
の

実
現
に
向
け
て
〜
」、４
班
は
ゴ
ミ
・

リ
サ
イ
ク
ル
問
題
に
つ
い
て
検
討

し
、「
※

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
南

ア
ル
プ
ス
市
の
実
現
〜
循
環
型
社

会
を
目
指
し
て
〜
」、５
班
は
生
涯

学
習
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
、「
未

来
へ
心
を
は
ぐ
く
む
南
ア
ル
プ
ス

市
」な
ど
南
ア
ル
プ
ス
市
の
望
ま
し

い
将
来
像
や
実
施
計
画
な
ど
と
し

て
提
案
書
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

4
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

ま
ち
づ
く
り
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

※ゼロエミッションとは…
Ａ社の廃棄物をＢ社が原料として使うなど、資源
をリサイクルし、廃棄物をゼロにすること。
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5
将来の市の姿関係

緑
自然
安心
住環境

○自然と商店がいっぱいの市になって欲しい
○生物が暮らしていける空気がきれいな市づくり
○自然破壊につながるのでビルはいらない
○果樹が多くあって欲しい
○安全で楽しく暮らせる市になって欲しい

○自然を多く残して、しかも便利
に暮らせる市になって欲しい
○道路沿線、公園や市役所、家の
庭などに木や花がたくさん咲
いているような市がいい
○生き物と人間がバランスよく
共存できたら素晴らしい
○老人や障害者にやさしい市に
なって欲しい
○商店街はシャッターが降り、店
に元気がないので、商店街が元
気にあふれていて欲しい

○緑が増え老人が安全に街の中
を楽しめる未来がくるといい
○物が豊かにあるということで
はなく美しい自然環境を生か
した市であって欲しい
○市民全員が暮らしやすく、市民
や自然にやさしい市になって
もらいたい
○電車が走り自動車の数が減り
交通事故のない市であって欲
しい
○市民が市に住んでいることを
自慢できたらいい

低学年

高学年 中学生

小
中
学
生
が
書
い
た「
未
来

の
南
ア
ル
プ
ス
市
」の
作
文
に

共
通
し
て
書
か
れ
て
い
た
将
来

の
姿
は
、「
緑･

自
然
・
安
心
・
住
環

境
」で
、次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
か
ら
総
合
計
画
策
定
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、ま
た
、住
民
意

識
調
査
の
集
計
結
果
や
ま
ち
づ

く
り
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

提
案
な
ど
盛
り
込
ま
れ
策
定
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
夏
休

み
を
利
用
し
て「
未
来
の
南
ア
ル
プ
ス

市
」を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
・
絵
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、１
２
４
９
点
も
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。作
文
の
内
容

か
ら
多
く
書
か
れ
て
い
た
こ
と
を「
将

来
の
市
の
姿
」と
し
て
抜
き
出
す
と
次

の
よ
う
な
姿
関
係
に
な
り
ま
し
た
。

小
中
学
生
が
描
い
た

「
未
来
の
南
ア
ル
プ
ス
市
」

こ
れ
ら
を
も
と
に
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甲
州
凧
上
げ
ま
つ
り

　
甲
州
凧
上
げ
ま
つ
り
が
釜
無
川
河
川

敷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
恒
例
と
な
っ
て

い
る
凧
の
絵
柄
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、浮
世

絵
な
ど
の
日
本
画
や
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
な
ど
、大
小
さ
ま
ざ
ま
で
色
と

り
ど
り
の
作
品
が
並
び
、目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
地
元
甲
西
地
区
の
保
育
所

の
子
ど
も
た
ち
が
、保
護
者
と
一
緒
に
連

凧
を
上
げ
た
り
、ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ

た
雨
鳴
太
鼓
や
甲
西
中
吹
奏
楽
部
の
演

奏
を
楽
し
ん
だ
り
、訪
れ
た
人
た
ち
は

昼
の
ひ
と
時
を
思
い
思
い
に
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。 

　
メ
イ
ン
の
凧
上
げ
コ
ン
テ
ス
ト
に
は

約
５
０
０
組
の
参
加
が
あ
り
、気
ま
ぐ

れ
な
北
風
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
上

が
り
具
合
を
競
っ
て
い
ま
し
た
。 

TOPICS
MINAMI-ALPS CITY

市内 できごと 

ア
ヤ
メ
フ
ェ
ア

　
今
年
で
１８
回
を
数
え
る
ア
ヤ
メ
フ
ェ

ア
が
滝
沢
川
河
川
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
４
月
２２
日
の
開
花
宣
言
以
来
、順
調

に
花
を
増
や
し
た
ア
ヤ
メ
は
丁
度
見
ご

ろ
を
迎
え
、市
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く

の
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
鉢
植
え
ア
ヤ
メ
の
展
示
や
、

切
子
の
実
演
、地
元
特
産
品
の
販
売
が

人
気
を
呼
び
、ス
テ
ー
ジ
上
の
催
し
物

で
は
会
場
と
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
同
時
に
開
催
さ
れ
た
流
鏑
馬
に
も

多
く
の
見
物
客
が
並
び
、九
州
か
ら
招

か
れ
た
小
笠
原
流
流
鏑
馬
宗
家
一
行
が

披
露
す
る
人
馬
一
体
と
な
っ
た
妙
技
に

歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。 
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国
道
52
号
線
電
線

地
中
化
工
事
完
了

　
国
道
５２
号
線
小
笠
原
商
店
街
通
り
が
、電

線
の
地
中
化
及
び
歩
道
の
段
差
解
消
に
よ
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
の
２
年
間
の
工
事

を
終
え
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
祝
う
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
竣
工
式
で
は
大
型
店
舗
の
出
店
や
、後
継
者

不
足
等
に
よ
り
商
店
街
を
取
り
巻
く
環
境
は

非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、行
政

と
地
元
が
一
体
と
な
り
商
店
街
に
再
び
活
気
を

取
り
戻
し
た
い
と
の
意
見
が
数
多
く
聞
か
れ

ま
し
た
。 

　
式
典
後
、歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
国
道
で
は
、

白
根
巨
摩
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
、地
元
小
笠
原
の
長
清
公
太
鼓
の

メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
練
り
こ
み
太
鼓
、テ

レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
が
彩

り
を
添
え
、小
笠
原
商
店
街
は
大
い
に
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

TOPICSMINAMI-ALPS CITY

甲
州
路
の
あ
す

　
南
ア
ル
プ
ス
市
発
足
１

周
年
を
記
念
し
、
市
の
魅

力
や
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
の
企
画
展
「
甲
州
路

の
あ
す
」
が
、新
宿
の
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
鉢
植
え
の
サ

ク
ラ
ン
ボ
や
ア
ヤ
メ
が
飾

ら
れ
、木
の
国
サ
イ
ト
の
木

製
品
や
切
子
細
工
、南
ア
ル

プ
ス
の
山
や
花
を
題
材
に

し
た
水
墨
画
や
写
真
、ボ
タ

ニ
カ
ル
ア
ー
ト
な
ど
、自
然

や
文
化
、伝
統
工
芸
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
展
示

が
行
わ
れ
、期
間
中
多
く
の

人
た
ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

新
緑
ま
つ
り

　
芦
安
新
緑
ま
つ
り
が
芦
安
小
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
夜
叉
神
太

鼓
や
舞
踊
、子
ど
も
た
ち
の
ダ
ン
ス

が
披
露
さ
れ
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
・
歌

謡
シ
ョ
ー
で
は
出
場
者
と
観
客
が
一

体
と
な
り
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
特
産
品
コ
ー
ナ
ー

で
は
採
れ
た
て
の
山
菜
が
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
、地
元
グ
ル
ー
プ
の
手

作
り
そ
ば
に
は
長
蛇
の
列
が
出
来

ま
し
た
。 

　
ま
た
、御
勅
使
川
で
行
わ
れ
た

渓
流
釣
り
大
会
で
は
家
族
連
れ
な

ど
多
く
の
参
加
者
が
早
朝
よ
り
訪

れ
、岩
魚
や
ヤ
マ
メ
を
狙
い
釣
り
糸

を
垂
れ
て
い
ま
し
た
。 
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国
立
公
園
と
は
、日
本
の

す
ぐ
れ
た
自
然
の
風
景
地
を

保
護
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

利
用
の
増
進
を
図
り
、国
民

の
保
健
・
休
養
・
教
化
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
我
が

国
の
景
観
を
代
表
す
る
と
共

に
、
世
界
的
に
も
誇
り
う
る

傑
出
し
た
自
然
の
風
景
で
あ

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
国
立
公
園
は
南
ア
ル
プ

ス
を
含
め
、北
は
北
海
道
、南

は
沖
縄
ま
で
全
国
に
２８
カ
所

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
南

ア
ル
プ
ス
は
山
梨
県
・
長
野
県
・

静
岡
県
の
３
県
に
ま
た
が
り
、

甲
斐
駒
・
白
峰
・
赤
石
の
３
つ

の
山
系
か
ら
成
り
、
東
西
約

５０
〜
７０ 
d
、
南
北
約
１
５
０

d
に
も
及
び
ま
す
。
我
が
国

２
番
目
の
高
峰
、
北
岳
を
は

じ
め
と
す
る
３
０
０
０
m
を

越
え
る
山
々
が
連
な
る
我
が

国
を
代
表
す
る
山
岳
公
園
で
、

年
間
利
用
者
数
は
４７
万
人（
平

成
９
年
）を
数
え
ま
す
。 

　
自
然
環
境
は
甲
斐
駒
ケ
岳

を
中
心
と
し
て
鳳
凰
三
山
か

ら
夜
叉
神
峠
に
至
る
甲
斐
駒

山
系
、北
岳
・
間
ノ
岳
・
農
鳥

岳
と
な
ら
ぶ
白
峰
山
系
、
そ

し
て
仙
丈
ケ
岳
か
ら
塩
見
岳
・

荒
川
岳
・
赤
石
岳
・
聖
岳
さ
ら

に
光
岳
に
至
る
赤
石
山
系
に

南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
指
定
４０
周
年 

徒
歩
約
１
時
間

南アルプス 
芦安山岳館 

も比較的容易に
出来る夜叉神峠 
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分
け
ら
れ
ま
す
。
北
部
は
古

生
代
末
期
の
造
山
運
動
で
で

き
た
褶
曲
山
地
、南
部
は
中

生
代
か
ら
新
生
代
に
か
け
て

造
山
運
動
で
で
き
た
隆
起
や

褶
曲
の
山
地
で
浸
食
や
風
化

作
用
の
進
ん
だ
壮
年
期
の
山

容
を
呈
し
、一
部
に
は
準
平
原

地
形
も
残
さ
れ
て
お
り
、
仙

丈
ヶ
岳
に
は
カ
ー
ル
地
形
も

見
ら
れ
ま
す
。
植
生
は
北
岳
・

仙
丈
ヶ
岳
、
荒
川
岳
な
ど
に

高
山
植
物
の
お
花
畑
が
分
布

し
、
北
岳
の
み
で
見
ら
れ
る

北
岳
草
の
他
に
も
、
南
ア
ル

プ
ス
に
し
か
分
布
し
な
い
希

少
で
貴
重
な
種
が
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
光
岳
の
ハ
イ
マ
ツ
の

よ
う
に
分
布
南
限
と
な
っ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
動

物
は
森
林
帯
に
は
ク
マ
や
、カ

モ
シ
カ
、シ
カ
等
の
大
型
獣
も

生
息
し
、
高
山
帯
に
は
ラ
イ

チ
ョ
ウ
の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。 

（
参
考 

環
境
省
自
然
環
境
局
Ｈ
Ｐ
） 

　
昨
年
４
月
、新
市
誕
生
後
、

希
望
に
満
ち
た
山
岳
観
光
シ

ー
ズ
ン
目
前
に
起
こ
っ
た
南

ア
ル
プ
ス
ス
ー
パ
ー
林
道
崩

落
事
故
は
、
夜
叉
神
峠
か
ら

広
河
原
間
を
一
般
車
両
通
行

止
め
と
し
、
北
岳
を
は
じ
め

と
す
る
南
ア
ル
プ
ス
観
光
に

打
撃
を
与
え
、ペ
ン
シ
ョ
ン
の

閉
鎖
な
ど
地
元
に
も
大
損
害

を
与
え
て
い
ま
す
。 

　
６
月
の
南
ア
ル
プ
ス
開
山

祭
で
は
そ
ん
な
状
況
を
打
破

し
た
い
と
い
う
地
域
の
期
待

を
込
め
て
つ
る
払
い
の
儀
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

願
い
も
む
な
し
く
、結
局
一
度

も
ゲ
ー
ト
は
開
き
ま
せ
ん
で

し
た
。 

　
明
け
て
今
年
６
月
、こ
の
一

帯
が
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ

て
４０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
市

と
し
て
も
こ
の
状
況
を
打
開

す
べ
く
、南
ア
ル
プ
ス
ス
ー
パ

ー
林
道
の
一
日
も
早
い
復
旧

工
事
の
完
了
を
県
に
対
し
て

要
望
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

環
境
に
配
慮
し
た
観
光
開
発

を
し
て
い
く
た
め
、マ
イ
カ
ー

規
制
や
、
夜
叉
神
ゲ
ー
ト
広

河
原
間
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運

行
の
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、懸
案
事
項
で
あ
っ
た

白
根
御
池
小
屋
の
改
築
工
事

を
今
年
度
か
ら
２
年
計
画
で

行
い
、
山
岳
観
光
の
環
境
向

上
を
目
指
し
ま
す
。 

開催日　６月２５日（金） 
会　場　櫛形生涯学習センターあやめホール 

開催日　６月２６日（土） 
会　場　金山沢こだま公園 

南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
に
つ
い
て 

経
　
緯 

○
昭
和
３９
年
６
月
１
日
　 

　
南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
の
区
域
指
定
、保
護（
地
種
区
分
）

　
及
び
利
用
計
画
の
決
定
、特
別
地
域
、特
別
保
護
地
区
の
指

　
定
。
面
積
３
５
７
９
９
ｈ
ａ（
東
京
ド
ー
ム
約
７
６
５
６
個
分
） 

○
昭
和
５１
年
３
月
２２
日 

　
原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
に
編
入
の
た
め
、一
部
地
域（
大

　
井
川
源
流
部
）の
削
除（
４７
ｈ
ａ
）。
面
積
３
５
７
５
２
ｈ
ａ 

参
　
考 

　
６
月
２６
日
、金
山
沢
こ
だ

ま
公
園
で
南
ア
ル
プ
ス
開
山

祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、前

日
の
２５
日
に
は
あ
や
め
ホ
ー

ル
で
南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園

指
定
４０
周
年
記
念
大
会
を

開
催
し
ま
す
。 

　
大
会
で
は
環
境
省
や
県
山

岳
連
盟
な
ど
か
ら
パ
ネ
ラ
ー

を
招
い
て
自
然
保
護
と
適
正

利
用
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
、記
念
講
演
会
、記
念
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
大
会
に
は
山
に
興
味

の
な
い
皆
さ
ん
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
私

達
の
ま
ち
に
は
こ
ん
な
に
も

素
晴
ら
し
い
宝
が
あ
る
の
だ

と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
い

た
だ
き
、
市
民
が
ひ
と
つ
に

な
っ
て
守
り
後
世
に
残
し
て

い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
、一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。 

ゲート 

夜叉神峠 

徒
歩
約
１
時
間

徒
歩
約
１
時
間

徒
歩
約
１
時
間

南アルプス 
芦安山岳館芦安山岳館 
南アルプス 
芦安山岳館 

金山沢こだま公園 

発電所 

桃ノ木鉱泉 

夜叉神峠 
登山口 芦安支所 

本格的な装備や知識がなくても
その雄大な風景にふれることが出

N
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表
　
彰 

春
の
褒
章
受
賞
者 

第
３６
回
愛
育
班
員
全
国
大
会 

恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会
長
表
彰 

清
水
　
祝
子
　
　（
六
　
科
） 

春
の
叙
勲
受
賞
者 

瑞
宝
双
光
章 

吉
沢
　
光
之（
寺
　
部
） 

　昭和１９年から３９年間、
教諭として学校教育に
尽力。退職後も青少年
の健全育成に力を注い
でいます。 

黄
綬
褒
章 

折
川
　
淑
子 
（
荊
　
沢
） 

　長年、ホームヘルパ
ーとして高齢者や身体
障害者の支援に当たり、
在宅福祉の推進に貢献
されています。 

藍
綬
褒
章 

金
丸
　
康
信（
上
今
諏
訪
） 

　テレビ山梨社長。日
本民間放送連盟理事、
民放大会委員会委員な
ど歴任。 

瑞
宝
双
光
章 

市
川 

良
一（
飯
野
新
田
） 

　昭和４８年に保護司に
任命されて以来、３０年
以上にわたって更生保
護の活動に力を尽くし
てきました。 

お
問
合
せ
　
国
民
健
康
保
険
担
当

　
及
び
各
支
所
住
民
課 

1（
２
８
２
）６
０
９
４ 

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て 

　
平
成
１６
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
は
７
月
に
決
定
し
ま
す
。
昨
年
度

と
同
様
に
来
年
３
月
ま
で
９
期
に

分
け
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
平
成
１６
年
度
の
税
率
・
納
付
金
額
・

納
期
に
つ
い
て
は
、７
月
の
中
旬
ま

で
に
通
知
し
ま
す
。 

６
月
は
児
童
手
当
現
況
届
の 

提
出
月
で
す 

　
現
況
届
書
を
受
給
者
に
送
付
し

ま
す
の
で
、６
月
３０
日（
水
）ま
で
に

支
所
健
康
福
祉
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

※
こ
の
届
出
が
な
い
と
、児
童
手
当

　
の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　
な
く
な
り
ま
す
。 

お
問
合
せ
　
児
童
家
庭
担
当 

1（
２
８
２
）６
１
９
７ 

　
次
の
方
々
が
各
方
面
で
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
） 

　
親
し
み
や
す
い
市
民
憲
章
を
制
定
す
る
た
め
、次
の
と
お
り
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
「
南
ア
ル
プ
ス
市
の
イ
メ
ー
ジ
・
誇
り
・
目
標
・
夢
な
ど
」
に

つ
い
て
、一
言
で
表
わ
す
“こ
と
ば
”を
募
集
し
ま
す
。 

　
抽
選
に
よ
り
、す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。 

[

応
募
方
法] 

官
製
は
が
き
、応
募
用
紙（
市
内
公
共
施
設
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
）に
、 

○
一
言
で
表
わ
す
“こ
と
ば
”は
３
つ
以
内 

○
住
所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

締
切
り
　
７
月
１５
日（
木
）必
着 

宛
て
先
　 

○
官
製
は
が
き 

　
〒
４
０
０
‐
０
３
９
５
　
南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
３
７
６ 

　
南
ア
ル
プ
ス
市
総
務
部
総
務
課 

○
応
募
用
紙 

　
用
紙
が
置
い
て
あ
る
施
設
の
窓
口 

お
問
合
せ
　
総
務
課
市
民
憲
章
ア
ン
ケ
ー
ト
係 

　
　
　
　
　
1（
２
８
２
）１
１
１
１
　
内
線
１
２
０
６ 

※
電
子
メ
ー
ル
で
も
応
募
で
き
ま
す
。 

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　s

o
u
m
u
@
c
ity.m

in
a
m
i-a
lp
s
.lg
.jp
 

※
市
民
憲
章
制
定
に
つ
い
て
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、応
募
用
紙
備

　
考
欄
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

お
問
合
せ
　
国
民
年
金
担
当
及
び
各
支
所 

　
住
民
課
　
1（
２
８
２
）６
０
９
４ 

　
竜
王
社
会
保
険
事
務
所 

1（
２
７
８
）１
１
０
０ 

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
の 

届
出
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？ 

　
国
民
年
金
で
は
、会
社
員 

（
第
２

号
被
保
険
者
）に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
は
、第
３
号
被
保
険
者
と
な

り
ま
す
。 

　
会
社
員
が
就
職
・
転
職
し
た
り
、

結
婚
を
し
て
扶
養
に
な
っ
た
と
き
に

は
、必
ず
勤
め
先
へ
第
３
号
被
保
険

者
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、会
社
員
が
退
職
し
た
と
き
、

収
入
が
増
え
て
扶
養
か
ら
は
ず
れ

た
と
き
な
ど
は
第
３
号
被
保
険
者

で
は
な
く
な
り
ま
す
。
市
役
所
各
支

所
住
民
課
で
種
別
変
更
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ど
ち
ら
も
届
出
を
し
な
い
と
そ

の
期
間
は
未
納
期
間
と
な
り
ま
す

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

南
ア
ル
プ
ス
市
の
イ
メ
ー
ジ
・
誇
り
・
目
標
・
夢
な

ど
を
“こ
と
ば
”で
表
わ
そ
う
！ 

市
民
憲
章
を
制
定
し
ま
す 
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お
問
合
せ
　
環
境
担
当 

1（
２
８
２
）６
０
９
７ 

お
問
合
せ
　
資
産
税
担
当 

1（
２
８
２
）６
０
９
３ 

お
問
合
せ
　
農
業
委
員
会 

1（
２
８
２
）６
４
３
８ 

農
地
法
下
限
面
積
の
変
更
決
定 

　
農
地
法
の
下
限
面
積（
農
地
取
得

の
た
め
の
許
可
要
件
）が
３０
年
ぶ
り

に
見
直
さ
れ
、７
月
１
日（
木
）よ
り

５０
ａ
か
ら
４０
ａ
に
変
更
さ
れ
ま
す
。 

※
芦
安
地
区
は
３０
ａ
か
ら
２０
ａ
に
変
更 

南
ア
ル
プ
ス
市
国
際
交
流
協
会 

定
期
総
会
記
念
講
演 

「
ス
イ
ス
・
ア
ル
プ
ス
の
風
土
と
　 

　
　
　
　
　
　  

暮
ら
し
に
つ
い
て
」 

講
　
師
　
ス
イ
ス
観
光
局
元
次
長 

鈴
木
　
光
子
　
氏 

開
催
日
　
６
月
１１
日（
金
） 

時
　
間
　
午
後
７
時
３０
分
〜 

場
　
所
　
桃
源
文
化
会
館
　
桃
源
閣 

お
問
合
せ
　
都
市
整
備
担
当 

1（
２
８
２
）６
３
９
４ 

公
園
の
美
化
に
ご
協
力
を 

　
最
近
ご
み
の
投
棄
や
犬
・
猫
等
ペ

ッ
ト
の
糞
の
不
始
末
な
ど
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
ご
み
な
ど
の
持
ち
帰
り

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

　
年
内
（
１２
月
３１
日
ま
で
）に
建
物

の
取
り
壊
し
や
新
築･

増
改
築
が
あ

る
と
そ
の
翌
年
度
か
ら
建
物
の
固

定
資
産
税
の
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、固
定
資

産
の
所
有
者
か
ら
申
告
（
届
出
）
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

　
該
当
す
る
場
合
に
は
お
手
数
で

す
が
左
の
は
が
き（
新
築･

増
改
築･

滅
失
家
屋
申
告
書
）を
切
り
取
っ
て
、

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、投
函
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、既
に
申
告
し
て
い
る
場
合

や
税
務
課
の
職
員
が
家
屋
調
査
に

お
伺
い
し
て
確
認
し
て
い
る
場
合
に

は
、届
出
は
不
要
で
す
。 

※
住
宅
・
ア
パ
ー
ト
等
の
住
宅
用

　
の
敷
地
に
は
、軽
減
措
置
が
適

　
用
さ
れ
ま
す
の
で
、住
宅
等
の

　
新
築
や
取
り
壊
し
、ま
た
店
舗

　
を
住
宅
に
改
築
す
る
等
に
よ

　
っ
て
土
地
の
固
定
資
産
税
が

　
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
限
ら
れ
た
資
源
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。 

期
　
間
　
６
月
１
日（
火
）〜
７
日（
月
） 

お
問
合
せ
　
企
業
局 

1（
２
８
２
）２
０
１
６ 

第
４６
回
水
道
週
間 

｢

安
心
の 
笑
顔
ひ
ろ
が
る 

水
道
水｣ 

　
補
助
金
額
は
本
体
価
格
の
２
分

の
１（
上
限
２
０
、０
０
０
円
）で
す
。 

※
購
入
前
に
支
所
地
域
振
興
課
で

申
請
が
必
要
で
す
。 

電
動
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
の

補
助
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

建
物
の
取
り
壊
し
、新
築･

増
改
築
を
し
た 

場
合
に
は
届
出
が
必
要
で
す 

建
物
の
取
り
壊
し
、新
築･

増
改
築
を
し
た 

場
合
に
は
届
出
が
必
要
で
す 

4 0 0 0 4 9 0

山梨県南アルプス市 
小笠原376

南アルプス市役所 
税務課　資産税担当 行 

キ
リ
ト
リ 

�

� キリトリ  

郵 便 は が き

料金受取人払

山梨峡西局
承認

差出有効期間
平成17年1月
31日まで

（切手不要）

該当する場合は、表面に住所・氏名を必ず記入し、裏面に
必要事項を記入のうえ、このはがきをご返送ください。

住所欄 ※必ず記入してください 

住　所 〒 

フリガナ 

お名前 

電話番号 

お
問
合
せ
　
選
挙
防
災
担
当 

1（
２
８
２
）１
１
１
１ 

山
梨
県
地
震
防
災
訓
練
に
ご
参

加
く
だ
さ
い 

開
催
日
　
６
月
６
日（
日
） 

時
　
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
１２
時 

場
　
所
　
櫛
形
総
合
公
園 

※
定
期
総
会
後
に
講
演
を
行
い
ま
す
。 

お
問
合
せ
　
ま
ち
づ
く
り
参
画
担
当 

1（
２
８
２
）６
０
７
３ 
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キ
リ
ト
リ 

�

�

北
岳
山
荘
ア
ル
バ
イ
ト
募
集 

　
雲
上
の
お
花
畑
の
中
で
、想
い
出

作
り
を
し
ま
せ
ん
か
？ 

　
明
朗
活
発
な
山
好
き
の
方
募
集
！ 

対
　
象
　
３０
歳
く
ら
い
ま
で
の 

　
　
　
　
男
女
若
干
名 

期
　
間
　
７
月
上
旬
か
ら
１０
月
中

　
　
　
　
旬
ま
で
の
２
週
間
以
上

　
　
　
　 

４
ヵ
月
以
内（
応
相
談
） 

業
務
内
容 

　
山
小
屋
管
理
業
務
全
般 

お
問
合
せ 

　
芦
安
支
所
　
地
域
振
興
課 

1（
２
８
８
）２
１
１
２ 

語
り
部
と
歩
く
ふ
る
さ
と
の
文
化
財 

「
白
根
の
戦
争
遺
跡
〜『
ロ
タ
コ
』  

跡
〜
を
歩
く
」 

開
催
日
　
６
月
１３
日（
日
） 

時
　
間
　
１２
時
３０
分
集
合 

場
　
所
　
Ｊ
Ａ
こ
ま
野
飯
野
支
所 

　
　
　
　
駐
車
場
集
合 

参
加
費 

１
０
０
円 

定
　
員 

　
５０
人 

締
　
切
　
６
月
１１
日（
金
） 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す 

お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

　
文
化
財
担
当 1（

２
８
２
）７
７
７
８ 

手
作
り
イ
カ
ダ
で
釜
無
川
を 

下
り
ま
せ
ん
か
？ 

　
８
月
１５
日（
日
）に
開
催
す
る
、「
釜

無
川
下
り
」へ
の
参
加
チ
ー
ム
を
募

集
し
ま
す
。
参
加
受
付
は
７
月
１
日

（
木
）か
ら
先
着
順
に
行
い
ま
す
。 

※
定
数
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
、

　
ま
た
イ
カ
ダ
の
規
格
・
材
質
等
に

　
つ
い
て
は
担
当
ま
で
お
問
合
せ
く

　
だ
さ
い
。 

お
申
込
み･

お
問
合
せ
　
観
光
担
当 

1（
２
８
２
）６
２
９
４ 

南
ア
ル
プ
ス
市 

国
際
交
流
協
会
員
募
集 

　
外
国
語
が
話
せ
な
く
て
も
大
丈
夫
。

当
協
会
の
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
、

ぜ
ひ
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。 

年
会
費 

　
個
人
会
員
　
一
口
２
、０
０
０
円 

　
団
体
及
び
法
人 

　
　
　
　
　
　
一
口
１
０
、０
０
０
円 

（
個
人
、団
体
と
も
一
口
以
上
） 

入
会
方
法
　
入
会
申
込
書
と
会
費

　
を
事
務
局
へ
直
接
提
出
い
た
だ
く

　
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
入
会
申
込

　
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

お
申
込
み･

お
問
合
せ 

　
ま
ち
づ
く
り
参
画
担
当 

1（
２
８
２
）６
０
７
３ 

� キリトリ  

平成16年度新築・増改築・滅失家屋申告書 

年内に建物の新築・増改築をした場合、また予定がある場合は
下の欄に記入してください。

年内に建物の取り壊し（滅失）をした場合、また予定がある場
合は下の欄に記入してください。

※取り壊しが3棟以上ある場合は、税務課へご連絡をお願い
します。

新
築
・
増
改
築

所 在

種 類

構 造 造 葺 階建

南アルプス市

居宅・共同住宅・店舗・事務所・工場・
倉庫・その他（ ）

平成 年 月 日（済・予定）

取
り
壊
し

所 在

種 類

構 造 造 葺 階建

南アルプス市

居宅・共同住宅・店舗・事務所・工場・
倉庫・その他（ ）

平成 年 月 日（済・予定）

取
り
壊
し

所 在

種 類

構 造 造 葺 階建

南アルプス市

居宅・共同住宅・店舗・事務所・工場・
倉庫・その他（ ）

平成 年 月 日（済・予定）

第
３
回
ラ
ベ
ン
ダ
ー
祭
り
開
催 

開
催
日
　
６
月
５
日（
土
）小
雨
決
行 

　
　
　
　
雨
天
の
場
合
は
１２
日（
土
） 

時
　
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

場
　
所
　
白
根
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園 

　
　
　
　
　
　
　（
風
の
丘
し
ら
ね
） 

お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

　
八
田
教
育
事
務
所
　
社
会
体
育
担
当 

1（
２
８
５
）１
８
８
３ 

お
問
合
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会
白
根
支
所 

1（
２
８
４
）０
８
２
８ 

土
砂
災
害
防
止
月
間 

　
毎
年
６
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月

間
」
で
す
。
梅
雨
入
り
も
間
近
で
す

の
で
、ご
自
宅
周
辺
の
裏
山
や
沢
な

ど
の
点
検
や
、緊
急
時
の
避
難
場
所･

連
絡
先
な
ど
、ご
家
族
で
確
認
し
ま

し
ょ
う
。 

お
問
合
せ 

　
富
士
川
砂
防
事
務
所
　
調
査
課 

1（
２
５
２
）７
１
５
６ 

第
２
回
南
ア
ル
プ
ス
市 

八
田
招
待
ラ
グ
ビ
ー 

開
催
日
　
６
月
２７
日（
日
） 

時
　
間
　 

　
・
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル 

　
　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
１２
時 

　
・
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
・
マ
ッ
チ 

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜 

場
　
所
　
山
梨
県
御
勅
使
南
公
園 

　
　
　
　
ラ
グ
ビ
ー
場 

※
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集 

（
市
内
小
学
生
対
象
） 
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無
料
法
律
相
談（
要
予
約
） 

６
月
１１
日（
金
）・
２５
日（
金
） 

午
後
１
時
〜
　
八
田
支
所 

年
金
・
賃
金
等
に
関
す
る
無
料
相
談 

開
催
日
　
６
月
１２
日（
土
） 

（
毎
月
第
２
土
曜
日
） 

場
　
所
　
働
く
婦
人
の
家 

開
催
日
　
６
月
１６
日（
水
） 

（
毎
月
第
３
水
曜
日
） 

場
　
所
　
商
工
会
櫛
形
支
所 

時
　
間
　
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

午
後
４
時 

行
政
相
談 

６
月
１８
日（
金
） 

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

八
田･

芦
安･

若
草
各
支
所
、白
根
総

合
会
議
室
、櫛
形
社
会
福
祉
会
館
、

甲
西
農
村
セ
ン
タ
ー 

お
問
合
せ
　
市
民
生
活
担
当 

1（
２
８
２
）６
４
９
３ 

お
問
合
せ
　
商
工
担
当 

1（
２
８
２
）６
２
９
４ 

法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談
所 

開
催
日
　
６
月
２７
日（
日
） 

時
　
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時 

場
　
所
　
甲
府
地
方
法
務
局 

　
　
　
　
４
階
会
議
室 

お
問
合
せ
　
甲
府
地
方
法
務
局 

1（
２
５
２
）７
１
５
３ 

Ｒ
ｅ･

Ｂ
ｅ
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー 

(

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー)

の
開
催 

（
要
予
約
） 

開
催
日
　
６
月
９
日（
水
）･

１０
日（
木
） 

　
　
　
　
７
月
７
日（
水
）･

８
日（
木
） 

時
　
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時 

場
　
所
　
甲
府
市
東
公
民
館 

募
集
人
員
　
３０
名 

お
申
込
み･

お
問
合
せ 

　(
財)
２１
世
紀
職
業
財
団
山
梨
事
務
所 

1（
２
３
６
）５
２
７
１ 

お
問
合
せ 

　
や
ま
な
し
青
年
セ
ミ
ナ
ー 

　
実
行
委
員
会
事
務
局 

1（
２
２
３
）１
３
５
７ 

や
ま
な
し
青
年
セ
ミ
ナ
ー 

【
海
外
派
遣
事
業
】
参
加
者
募
集 

応
募
資
格
　
県
内
在
住
で
１８
歳
以

　
上
４０
歳
以
下
の
方 

研
修
先
　
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス 

研
修
期
間
　
１０
月
３１
日（
日
）〜 

１１
月
７
日（
日
） 

応
募
締
切
　
６
月
２５
日（
金
） 

お
申
込
み･

お
問
合
せ 

　
や
ま
な
し
女
性
リ
ー
ダ
ー
養
成

　
海
外
研
修
実
行
委
員
会 

1（
２
２
３
）１
３
５
８ 

　
ま
ち
づ
く
り
参
画
担
当 

1（
２
８
２
）６
０
７
３ 

「
や
ま
な
し
女
性
リ
ー
ダ
ー
養
成

海
外
研
修
」
参
加
者
募
集 

応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
し
、現
在

　
３１
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
女
性
で
、

　
男
女
共
同
参
画
推
進
に
積
極
的

　
に
取
り
組
ん
で
い
る
方 

研
修
先
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド 

研
修
期
間
　
１１
月
１５
日（
月
）〜
２２
日（
月
） 

募
集
人
員
　
１５
人 

応
募
締
切
　
６
月
２１
日（
月
） 

　（
市
町
村
長
の
推
薦
を
受
け
る
場

　  

合
は
６
月
１０
日（
木
）ま
で
） 

負
担
金
　
往
復
旅
費
及
び
現
地
滞 

　
在
費
の
１
／
２ 

応
募
方
法
　
市
役
所
企
画
課
設
定

　
の
専
用
応
募
用
紙
に
て 

入札日　　 　　　 　　　　　　工　事　名　　　　　　　　　　　　  　　場　所　　　　　　　請　負　者    請負金額(円)

4月14日 

4月14日 

4月14日 

4月14日 

4月16日 

4月16日 

4月16日 

坪川公園管理業務委託 

滝沢川公園管理業務委託（1工区） 

滝沢川公園管理業務委託（2工区） 

滝沢川公園管理業務委託（3工区） 

市立櫛形中学校１階便所改修工事 

市立櫛形北小学校特別支援教室他新設工事 

市立白根百田小学校屋外プール改修工事設計監理業務委託 

落合地内外 

小笠原地内 

小笠原地内 

小笠原地内 

小笠原地内 

桃園地内 

百々地内 

（有）東香園 

（株）明桃園 

（有）春日園 

千石造園 

（有）東條工務店 

（有）佐久間工務店 

河野和充建築設計事務所 

1,664,250  

2,824,500  

2,950,500  

2,551,500  

1,874,250  

3,895,500  

1,081,500 

管財担当　1(２８２)６０９２ 

入
札
結
果 
食
生
活
改
善
推
進
員
募
集 

　
市
内
に
は
４
３
２
名
の
食
生
活

改
善
推
進
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
今
回
、新
規
の
推

進
員
を
募
集
し
ま
す
。 

　
私
た
ち
の
地
域
を
私
た
ち
の
手
で
、

健
康
で
明
る
い
ま
ち
に
し
て
み
ま
せ

ん
か
。 

お
問
合
せ
　
保
健
担
当 

1（
２
８
２
）６
１
７
９ 

八田地区（計4名） 

白根地区（計10名） 

 

若草地区（計6名） 

 

櫛形地区（計3名） 

甲西地区（計7名） 

六科　4名 

在家塚1名、百々2名、西野1名 

今諏訪2名、源4名 

寺部1名、十日市場1名、藤田2名 

浅原2名 

旭町1名、柿平1名、風新居1名 

古市場1名、西落合1名、西新居1名 

秋山1名、戸田2名、西南湖1名 

【募集地区】 応
募
資
格 

1
年
度
中
に
行
う
講
習
が
受
講
で

　
き
る
こ
と 

講
習
期
間 

　
平
成
１６
年
９
月
〜
平
成
１７
年
２ 

　
月
中
の
平
日
昼
間（
１０
日
間
の
予
定
） 

2
講
習
終
了
後
、食
生
活
改
善
推
進

　
員
と
し
て
地
域
住
民
に
対
し
て

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た

　
だ
け
る
方 

募
集
締
切
　
７
月
３０
日（
金
） 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

　
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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an advanced age

く
し

た
の

開
催
日

６
月
８
日（
火
）・
22
日（
火
）

時

間

午
前
10
時
〜
12
時

内

容

介
護
方
法
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
芦
安
地
区
に
は
、昔
か
ら
生
活

の
知
恵
と
し
て
そ
ば
打
ち
や
ほ
う

と
う
作
り
の
技
が
先
輩
か
ら
引
き

継
が
れ
、そ
の
味
は
知
る
人
ぞ
知

る
世
界
で
し
た
。 

　
平
成
１２
年
「
紅
葉
祭
」
に
芦
安

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
か
ら
の
依
頼
で
ソ

バ
打
ち
の
実
演
を
し
た
こ
と
が
、

そ
ば
の
会
「
甲
斐
ヶ
峰
庵
」
誕
生

の
き
っ
か
け
で
し
た
。
南
ア
ル
プ

ス
の
秀
峰
「
北
岳
」
の
別
名
を
甲

斐
ヶ
峰
と
い
い
、会
の
名
前
は
こ

こ
か
ら
き
て
い
ま
す
。
発
足
以
来
、

名
人
５
人
を
中
心
に
会
員
２２
人

が
技
術
の
向
上
と
安
定
し
た
味

を
披
露
で
き
る
よ
う
、毎
週
集
ま

っ
て
修
行
を
積
ん
で
い
ま
す
。 

　
そ
ば
の
打
ち
方
は
い
ろ
い
ろ
検

討
し
て
、今
の
方
法
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。
最
初
は
昔
か
ら
の
方
法

を
切
り
替
え
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ

り
ま
し
た
が
、こ
の
方
法
が
つ
な

ぎ
を
入
れ
な
い
今
の
そ
ば
を
作
る

の
に
は
最
適
で
す
。 

　
会
員
同
士
和
気
あ
い
あ
い
と
作

業
が
で
き
、と
て
も
楽
し
い
し
、ス

ト
レ
ス
の
解
消
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。 

開
催
日

６
月
25
日（
金
）

時

間

午
前
10
時
〜
12
時

内

容

腰
痛･

転
倒
予
防･

住
宅
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

会

場

い
ず
れ
も
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

在
宅
介
護
相
談
会
開
催

住
宅
改
修
・
家
庭
の
リ
ハ
ビ
リ
相
談（
要
予
約
）

お
問
合
せ

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

1（
２
８
４
）６
０
０
０

日
ご
ろ
の
介
護
の
悩
み
や
苦
労
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

開
催
日

６
月
22
日（
火
）

時

間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内

容

高
齢
期
を
元
気
に
過
ご
す
為
に

（
食
生
活
か
ら
考
え
る
）

会

場

芦
安
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

介
護
者
の
つ
ど
い
…
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
…

楽
し
み
な
が
ら
妙
技
を
伝
授 

芦
安
そ
ば
の
会
「
甲
斐
ヶ
峰
庵
」 

練
習
日
は 

日
　
時
　
毎
月
第
１
・
３
日
曜
日
　 

　
　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
１
時 

場
　
所
　
南
ア
ル
プ
ス
ふ
れ
あ
い
館 

※
練
習
日
に
お
越
し
い
た
だ
く
と
、打 

ち
た
て
そ
ば
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
予
約

い
た
だ
く
と
そ
ば
打
ち
の
体
験
も
で
き

ま
す
。 

お
問
合
せ 

　
代
表
　
森
本
洋
子 

1（
２
８
８
）２
４
２
１ 

か
　
い
　
が
　
ね
　
あ
ん 
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酒井 英吾 くん

優しくてたくましい
男になれよ!!

父 英司
母 和恵 (山寺)

えいご

元気でやさしい娘に
育ってください。

父 信幸
母 公香 (あやめが丘) 父 智紀

母 瑞枝 (上今諏訪)

志村 翼 ちゃん
つばさ

動物好きの栞菜ちゃん、
素直で思いやりのある子に
育ってくださいね。

市川 佑剛 くん

父 優
母 静香 (藤田)

ゆうご

小林 栞菜 ちゃん
かんな

いつもニコニコ佑剛くん、
みんなに愛される人に
なってネ！

出

演

劇
団
飛
行
船

開
催
日

６
月
18
日（
金
）
開
演
10
時
〜

場

所
桃
源
文
化
会
館

桃
源
ホ
ー
ル

入
場
料

親
子
１
５
０
０
円

大
人
１
０
０
０
円

子
供
７
０
０
円（
※

全
席
自
由
）

※
南
ア
ル
プ
ス
市
内
保
育
所
・
保
育
園
の

舞
台
芸
術
鑑
賞
教
室
と
同
時
開
催
と

な
り
ま
す
の
で
、こ
ち
ら
で
指
定
し
た

区
分
の
中
で
自
由
席
と
な
り
ま
す
。

育
児
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
地
域
交
流
を

と
お
し
て
子
供
の
発
達
助
長
を
行
い
ま
せ
ん
か
。

開
催
日

平
成
16
年
６
月
〜
17
年
３
月
ま
で
の
金
曜
日

時

間
毎
月
２
回
実
施

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

場

所
若
草
な
か
よ
し
児
童
館
・
お
お
ケ
ヤ
キ
児
童
館

募
集
人
員

各
児
童
館
親
子
20
組
40
名

※
満
１
歳
半
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者
が
対
象
で
す
。

お
申
込
み
・
お
問
合
せ

若
草
な
か
よ
し
児
童
館

1（
２
８
３
）５
３
４
４

お
お
ケ
ヤ
キ
児
童
館

1（
２
８
４
）７
４
５
５

お
問
合
せ

桃
源
文
化
会
館1（

２
８
４
）３
４
１
１

お も ち ゃ 箱

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
が
建
設
機
械
の

写
生
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
展
示
さ
れ
た
重
機
は
３
台
で
、パ

ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
は
重
量
が
約
１
２
０
t
、掘

削
す
る
ア
ー
ム
の
高
さ
は
最
高
で
13
ｍ
に

も
な
る
国
内
最
大
級
の
巨
大
な
も
の
で
、見

学
し
て
み
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
こ

と
や
、こ
れ
と
同
型
の
重
機
と
入
替
え
る
時

期
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
企
画
さ
れ
た
も

の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
土
砂
を
汲
む
バ
ケ
ッ
ト

の
中
に
入
っ
た
り
、重
機
の
下
に
も
ぐ
り
込

ん
だ
り
し
て
遊
ん
だ
後
、歓
声
を
上
げ
な
が

ら
思
い
思
い
に
重
機
の
絵
を
描
い
て
い
ま

し
た
。
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芦安新緑まつり 
新緑をもとめ、山の恵みをもとめに人が集まりました。 

家族や親戚、友人が集まってまつりを楽しむ。 

まつりがコミュニケーションを深めるいい機会でした。 

深沢　征子 さん （増穂町） 
　今日はリユース食器の回収運動でこのまつりに初めて参加しました。

芦安地区のママさんバレーの皆さんがおでんを売るのに、私どもの食

器を利用してくれました。買いに来てくれる人もこの運動を理解してくれ、

食べ終えた皿を持ってきてくれます。こんなに大勢でにぎわうまつりで

すから、まつりの後に出るごみも相当な量だと思います。これを処理す

ることが環境破壊につながることを知っていただき、他のコーナーや他

のイベントでも利用していただけるとうれしいです。この皿がここに返

ってくるとごみがゼロなんです。 

加藤　勉  さん （飯野） 

　私の住んでいる地区にはこんなに大きなまつりが無かったので、人が

集まり屋台が出るまつりをのぞくのが大好きです。ですから市内のまつ

りにはほとんど出かけています。 

　名前どおり新緑がきれいで、時期的にいいですね。出店しているとこ

ろを見てまわり、地元の手づくりの物があれば買って帰ろうと思っていま

す。 

　今日は天気もいいし、山もきれいに見えるし、最高ですね。 

田中　春代 さん （横浜市） 

　アウトドア派の息子にピッタリの中学校をインターネットで知りました。

それが芦安のチロル学園です。 

　一年の時に入り、今三年生です。横浜には自然が少ないので、ここは

本当にすばらしいです。音、明かり、便利さはないけれど、癒してくれる

緑、おいしい空気、地元の人のやさしさがあります。 

　私も学校や寮の行事、このまつりにはいつも参加しています。 

MINAMI-ALPS CITY
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MINAMI-ALPS CITY 18



12日、26日（土） 

5日（土） 

10：30～ 

10：30～ 

10：30～ 

10：30～ 

14：00～ 

13：30～ 

13：30～ 

25日（金） 12日（土） 

おひざできくおはなし会 

おはなし会 児童書

町田 和彦 監修・著 小峰書店

外国の文字と言葉を通して、
国際化時代に生きる子ども達
に色々な国とその文化を紹介
するシリーズ。１巻では、世界
で使われている主な文字と、
それらに関連したいくつかの
文字について基本的な知識を
学ぶことができる（全8巻）。

『世界の文字と言葉入門1 
　 世界の文字の起源と日本の文字』 

　
南
ア
ル
プ
ス
市
芦
安
山
岳
館
の
開

館
１
周
年
を
記
念
し
、４
月
２４
日
か

ら
畦
地
梅
太
郎
展
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
山
の
版
画
家
と
言
わ
れ
た
畦
地
梅

太
郎
氏
の
親
し
み
と
温
か
み
の
あ
る

作
品
が
数
多
く
展
示
さ
れ
て
い
る
の

で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。 

1(284-6010)

1(283-1501)

1(285-5010)

1(280-3300)

26日（土） 工作教室 
「七夕飾りをつくろう」 

1(283-1491)

畦
地
梅
太
郎
展
開
催 

櫛形図書館 

6 月 の 催 し 物  

お問合せ/休館日 

甲西図書室 

白根桃源図書館 

わかくさ図書館 

八田ふれあい図書館 

7、14、21～30日（※21～30日は蔵書点検） 

6、7、13、14、20、21、27、28、30日 

7、14、21、28、30日 

7、14、21、28、30日 

7、14、21、28、30日 

一般書

エドモンド・ハミルトン 著
中村 融 編訳

河出書房新社（奇想コレクション）

スペース・オペラの巨匠、エド
モンド・ハミルトンの手による
奇想天外がぎっしりつまった
SF物語集。史上最高の科学者が
実験室の中に創った宇宙とは？
完全新訳・オリジナル編集で、表
題作を含む全９篇を収録。

『フェッセンデンの宇宙』 

白 

白 

白 

わ 

わ 

八 

わ 

八 

1日（火） 櫛 

14：00～ 英語できくおはなし会 5日（土） 櫛 

毎週土曜日 櫛 

6日（日） 朗読会「いきやりどころ｣ 

ふれあいまつり 

櫛 

19日（土） 子ども映画会 櫛 

おはなし広場 

※はさみ、のり持参 

甲 

櫛 

MINAMI-ALPS CITYLIBRARY/MUSEUM

InformationmuseumMINAMI-ALPS CITY 美 術 館 案 内  

InformationlibraryMINAMI-ALPS CITY 図 書 館 案 内  

　夏季の特別展として水彩画に独自の世界を見せる進藤春木展を開

催します。 

　進藤春木は、１９２２（大正１１）年長野県に生まれ、第二次世界大戦後

小淵沢町に移り住み、以後教職を続けながら１９９２年に亡くなるまで、

創元会、山梨美術協会、峡北美術協会、甲斐水彩画会等で活躍しました。 

　今展では「八ヶ岳新雪」「アルプスの春」「鳳凰三山」など風景画を

中心に、「花（１）」「静物（花と壺）」などの静物画など初期から最晩

年までの作品４６点を展示します。 

展示内容 

華々しい色彩で謳う自然 －進藤春木展－ 

白根桃源美術館 

開催日　8月22日（日）まで 

開館時間　午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで） 
休館日　　月曜日・祝日の翌日　※一部展示替えのため、7月12日（月）～14日（水）まで休館となります。 
入館料　　大人３００円（高校生以上）・小人１００円（小・中学生） 
お問合せ　1282-0149
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発行／平成16年6月1日 南アルプス市役所 編集／広聴広報課（055）282-1111（代表） FAX 055-282-1112

各支所1／八田（285）0011 白根（283）3000 芦安（288）2112 若草（282）3100 櫛形（283）1111 甲西（282）3120
所在地／〒400-0395 山梨県南アルプス市小笠原376 HPアドレス http://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/

記 念 講 演 会
講 師 登山家としても知られる女優 市毛良枝さん

シンポジウム
テーマ 南アルプス国立公園の自然保護と適正利用を考える

「南アルプスよ永遠に」
記念コンサート 南アルプス桃源交響楽団

開催日　6月26日（土） 
会　場　金山沢こだま公園 
時　間　午前9時30分～ 
内　容　芦安中合唱披露・献花 
　　　　つる払い 他 

南アルプス国立公園指定
400周年記念周 記念事業
南アルプス国立公園指定
40周年記念事業

人口と世帯：人口72,113人（+73）  男35，542人（＋21）  女36，571人（+52）  世帯23，136戸（＋95）  平成16年5月1日現在（対前月比） 
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